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	製品名: SPHK1（リン酸化Ser225）ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab06084
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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性：ATP + スフィンガニン = ADP + スフィンガニン1-リン酸。,触媒活性：ATP + スフィンゴシン = ADP + スフィンゴシン1-リン酸。,補因子：マグネシウム。,機能：スフィンゴシンのリン酸化を触媒し、細胞内外の機能を持つ脂質メディエーターであるスフィンゴシン1-リン酸（SPP）を生成します。また、D-エリスロ-スフィンゴシンにも作用し、スフィンガニンにも作用しますが、D,L-スレオ-ジヒドロスフィンゴシン、N,N-ジメチルスフィンゴシン、ジアシルグリセロール、セラミド、ホスファチジルイノシトールなどの他の脂質には作用しません。,類似性：1つのDAGKcドメインを含みます。,サブユニット：ACY1と相互作用します（類似性による）。カルモジュリンに結合します。 SPHKAP と相互作用します。,組織特異性:成人の肝臓、腎臓、心臓、骨格筋で最も高いレベルで広く発現します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MCF-7細胞1個、LPS 100 ng/mL 30分処理2個を、一次抗体を1:1000希釈でウェスタンブロット分析した。二次抗体は1:10000希釈で行った。

